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「
バ
イ
ク
の
ふ
る
さ
と
」と
し
て
知
ら

れ
る
浜
松
市
。
そ
の
ル
ー
ツ
と
な
る
製

品
が
、
今
年
4
月
、
天
竜
区
二
俣
町

に
オ
ー
プ
ン
し
た「
本
田
宗
一

郎
も
の
づ
く
り
伝
承
館
」に

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
昭
和
22
年（
1
9
4
7

年
）、
宗
一
郎
が
初
め
て
独
自

に
設
計
し
た
自
転
車
用
補
助
エ

ン
ジ
ン
で
す
。
国
産
オ
ー
ト
バ
イ
の
歴

史
は
こ
こ
か
ら
本
格
的
に
始
ま
り
、
ス

ズ
キ
、
ヤ
マ
ハ
な
ど
、
浜
松
に
数
多
く
の

オ
ー
ト
バ
イ
メ
ー
カ
ー
が
誕
生
す
る
き
っ

か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
背
景
に
つ
い
て
、
伝
承
館
を
運

営
す
る
N
P
O
法
人「
本
田
宗
一
郎
未

来
想
造
倶
楽
部
」の
大
橋
武
司
理
事
長

＝
写
真
＝
は
次
の
よ
う
に
語
り
ま
す
。

　
「
宗
一
郎
は
昭
和
21
年
、
浜
松
市
に

本
田
技
術
研
究
所（
現
本
田
技
研
工

業
）を
設
立
。
こ
の
年
、
宗
一
郎
は
偶
然
、

旧
陸
軍
の
無
線
機
発
電
用
エ
ン
ジ
ン
と

出
会
い
ま
し
た
。『
よ
し
、
こ
の
エ
ン
ジ

ン
を
改
良
し
て
自
転
車
用
の
補
助
エ
ン

ジ
ン
を
つ
く
ろ
う
』と
考
え
、
た
ち
ま
ち

製
品
化
し
た
の
で
す
。
当
時
、
こ
の
製

品
は〝
バ
タ
バ
タ
〞と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
」。
し
か
し〝
バ
タ
バ
タ
〞は
松
根
油
を

燃
料
に
使
っ
て
い
た
た
め
、
か
か
り
が
悪

く
、
ペ
ダ
ル
を
30
分
ほ
ど
踏
ま
な
い
と

始
動
し
な
い
厄
介
な
も
の
で
し
た
。
し

か
も
、
元
の
無
線
機
用
エ
ン
ジ
ン
は

5
0
0
台
ほ
ど
し
か
在
庫
が
な
く
、
間

も
な
く
底
を
つ
く
の
は
目
に
見
え
て
い

た
の
で
す
。

　
「
そ
こ
で
宗
一
郎
は
、
元
の
エ
ン
ジ
ン

を
モ
デ
ル
に
独
自
の
設
計
を
行
い
、
昭

和
22
年
7
月
、
50
c
c
の
試
作
エ
ン
ジ

ン
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
空
冷
2
サ
イ

ク
ル
単
気
筒
・
ロ
ー
タ
リ
ー
バ
ル
ブ
の
試

作
エ
ン
ジ
ン
は
、
背
の
高
い
構
造
か
ら

社
内
で
は〝
エ
ン
ト
ツ
エ
ン
ジ
ン
〞と
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
」

　

日
本
で
は
明
治
42
年（
1
9
0
9
年
）

か
ら
オ
ー
ト
バ
イ
が
製
造
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
い
ず
れ
も
外
国
製
品
の
模
倣

で
あ
り
、
一
般
市
民
に
は
手
の
届
か
な

い
高
価
な
も
の
。
日
本
で
独
自
に
設
計

さ
れ
、
比
較
的
安
価
に
製
造
で
き
る
製

品
は
、
宗
一
郎
の
試
作
エ
ン
ジ
ン
が
第

1
号
で
し
た
。「
磐
田
郡
光
明
村（
現
在

の
天
竜
区
山
東
）生
ま
れ
の
宗
一
郎
は
、

旺
盛
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
ホ
ン
ダ
を

世
界
的
企
業
に
育
て
ま
し
た
。
わ
た
し

た
ち
は
、
そ
の
精
神
を
次
世
代
に
伝
え

て
い
き
た
い
」と
大
橋
理
事
長
は
意
気

込
ん
で
い
ま
す
。

国
産
オ
ー
ト
バ
イ
の
歴
史
拓
く

自
転
車
用
補
助
エ
ン
ジ
ン
の
開
発

「本田宗一郎ものづくり伝
承館」に展示される自転車
用補助エンジン（復元品）

昭
和
22
年

わ
が
心
の
浜
松




